　　　　　　　　　　　　　　第24期事業報告書


　　　　　　　　（2024年4月1日～2025年3月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人札幌VO

１.事業の実施方針

※音楽による人づくり・まちづくりを推進する。
※フェアトレードの促進、国際協力活動に力を入れる。

２.事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業

●社会貢献事業　●文化・芸術の振興事業

【フリースクール】音楽、フェアトレードの促進、国際協力
【スタッフ・ボランティア体制】常勤1名・非常勤3名

【目標】　音楽により明るく元気なまちづくりを目指す。
　　　　　フェアトレードタウンの一員として国際協力活動に力を入れる。
【目標】　音楽等を通して地域社会を活性化するよう活動する。

【活動】　① 青年、子どもの自主的活動を支援する。
【活動】　①小学生から大人まで幅広い年齢層が参加できる環境づくりをする。

活動報告：今年度の音楽活動は白石区役所地下2階イベント広場での開催3回含め、区民センター７回計10回の開催でした。小学生から大人まで北海道内各地からも参加があり多くの人が集う賑やかな場となりました。音楽の持つ力は年齢も性別も超え小学生から大人まで和気藹々と笑顔溢れる場となっています。

　　　　　フェアトレード販売と国際協力はは厚別、東、北、三箇所の区民センター、エルプラザ市民活動サポートセンター（しみさぽマルシェ）、チカホ北３条広場（国際協力フェスタ）、JICA北海道（世界ふれあい広場）、引きこもりイベント（田中さん）等で計174日行いました。販売の方は円安、物価高の影響を受け厳しい一年でしたが応援してくれるお客様のおかげで売り上げを出すことができました。国際協力は国連UNHCRへの寄付やお客様にはチラシ等の配布を行い関心を持ってもらうことを第一に考えました。

●地域文化振興とまちづくり事業

【目標】　VO-lunch新聞の発行で地域との連携を図る。
【目標】　①　地域のニュースやイベント、VOの活動の様子などを中心に作成。
札幌市の施設や商店街、物販等で配布する。

活動報告：VO-lunch新聞は月に１回発行のVOの貴重な発信源となっています。今年も本郷通商店街やエルプラザ市民活動サポートセンターなどに置いてもらうことができました。また団体に関心を持ってくれた様々な方に手配りをしています。こちらはスポンサーの皆様、赤い羽根共同募金、イオン黄色いレシートキャンペーンなどの寄付金、支援で作成されました。




●その他の事業　なし
